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はじめに 

 

 本報告書は平成 30 年度に長野県が実施した諏訪湖に関連する事業のうち、平成 30

年３月に策定した諏訪湖創生ビジョンの長期ビジョンの実現に向けて実施した「諏訪

湖環境改善事業」の調査結果等をまとめたものです。 

 目次に記載のとおり、各章ごとに調査実施機関が、調査概要、調査結果、関連調査

の結果等を踏まえた考察等を取りまとめ、第 10 章では、第９章までの内容を踏まえ

て、平成 30 年度の諏訪湖全体の状況等について概要をまとめてあります。 

調査で得られた実測値等の一部は資料編として最後にまとめてありますが、それら

の扱いに当たっては、本編に記載の調査方法や分析方法によって得られた値であるこ

とに留意が必要です。 

なお、第２章については、県と共同研究を実施した信州大学の調査結果を加えて取

りまとめてあります。 

 

結びに、本報告書の作成に当たり調査結果のデータ等を提供いただいた信州大学山

岳科学研究所大気水環境・水生生態系研究部門の宮原教授、第２章の溶存酸素濃度等

連続測定で使用した測定器を県に寄贈いただいた諏訪湖ロータリークラブにこの場を

借りて御礼申し上げます。 

 


